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廃
墟
の
中
で
出
会
っ
た
民
主
主
義
と
女
性
解
放
の
思
想
に

女
性
た
ち
は
目
覚
め
、奮
起
し
、連
帯
し
た
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戦
後
の
激
動
期
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縄
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◉
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◉
推
薦
│
│
│
阿
部
小
涼
・
小
野
沢
あ
か
ね

苛
酷
な
沖
縄
戦
の
後
、自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
た

各
地
の
婦
人
会
を
集
結
す
る
形
で
１
９
４
８
年
に

誕
生
し
た
沖
縄
婦
人
連
合
会
。そ
の
機
関
紙
で
あ

る「
お
き
な
わ
婦
連
新
聞
」と
そ
の
後
継
で
あ
る

「
季
刊
婦
連
会
報
」「
沖
縄
の
婦
人
」を
復
刻
！

全
３
巻
＋
付
録
３

編
集
復
刻
版

▲1966年 女性だけの初の消費者大会が開催
◀1949年当時の沖縄婦人連合会事務所で



１
９
４
５
3
月
米
軍
慶
良
間
諸
島
に
上
陸　

沖
縄
戦
始
ま
る　

4
月
米
軍
沖
縄
本
島
へ
上
陸　

ニ
ミ
ッ
ツ
布
告
公
付　

6
月
牛
島
満
司
令
官
自
決　

沖
縄
戦
の
日
本
軍
の
組
織
的
戦
闘
が
終
結

8
月
日
本
政
府
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾

9
月
沖
縄
で
女
性
の
選
挙
権
行
使
が
実
現
。
12
の
収
容
地
区
で
市
会
議
員
選
挙
と
市
長
選
挙

１
９
４
６
1
月
Ｇ
Ｈ
Ｑ
「
日
本
に
お
け
る
公
娼
制
度
廃
止
に
関
す
る
覚
書
」
発
表

5
月
沖
縄
各
地
で
婦
人
会
の
結
成
始
ま
る

１
９
４
７
9
月
昭
和
天
皇
、
米
国
が
琉
球
諸
島
を
長
期
的
に
軍
事
占
領
す
る
こ
と
を
希
望
（
天
皇
メ
ッ
セ

ー
ジ
）

１
９
４
８
2
月
市
町
村
議
会
選
挙
で
12
人
の
女
性
議
員
誕
生

8
月
米
軍
か
ら
の
食
料
配
給
停
止
命
令
に
婦
人
会
代
表
が
撤
回
陳
情
を
行
う

12
月
沖
縄
婦
人
連
合
会
結
成
（
会
長
　
竹
富
セ
ツ
）

１
９
４
９
1
月
米
軍
政
府
の
食
料
配
給
量
の
引
き
下
げ
と
大
幅
値
上
げ
指
令
に
対
す
る
反
対
那
覇
市
民
大

会
開
か
れ
る

7
月
米
国
が
50
年
度
予
算
で
５
千
万
ド
ル
を
計
上
。
本
格
的
に
沖
縄
で
の
基
地
建
設
を
開
始

１
９
５
０
4
月
沖
縄
民
政
府
社
会
部
婦
人
課
長
に
中
村
信
（
後
の
沖
婦
連
会
長
）
が
就
任

5
月
沖
婦
連
を
中
心
と
し
た
売
春
禁
止
運
動
、
大
々
的
に
展
開

１
９
５
２
4
月
琉
球
婦
人
連
合
会
結
成
（
奄
美
・
沖
縄
・
宮
古
・
八
重
山
四
群
島
婦
人
会
）

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
、
日
米
安
全
保
障
条
約
発
効

１
９
５
４
9
月
奄
美
群
島
返
還
に
よ
り
琉
球
婦
人
連
合
会
は
沖
縄
婦
人
連
合
会
と
な
る

１
９
５
５
2
月
沖
婦
連
、
民
法
改
正
請
願
書
を
立
法
院
へ
提
出

9
月
米
兵
に
よ
る
幼
女
強
姦
殺
人
「
由
美
子
ち
ゃ
ん
事
件
」
起
こ
る

１
９
５
６
2
月
沖
婦
連
会
館
内
に
「
法
律
相
談
所
」
開
設

6
月
ブ
ラ
イ
ス
勧
告
発
表
、
四
原
則
貫
徹
土
地
闘
争
島
ぐ
る
み
運
動
に
発
展

１
９
５
７
1
月
『
お
き
な
わ
婦
連
新
聞
』
発
刊
／
新
民
法
施
行

１
９
５
８
9
月
物
価
値
上
げ
阻
止
主
婦
大
会
（
沖
婦
連
主
催
）

１
９
５
９
6
月
石
川
市
宮
森
小
学
校
に
米
軍
機
墜
落

１
９
６
０
1
月
第
一
回
琉
米
婦
人
大
会
（
沖
婦
連
と
米
婦
人
会
）
開
催
　
62
年
第
三
回
大
会
ま
で
続
く

4
月
沖
縄
県
祖
国
復
帰
協
議
会
結
成
。
沖
婦
連
も
加
盟

１
９
６
１
1
月
沖
婦
連
、
全
国
地
域
婦
人
団
体
へ
加
盟

5
月
沖
婦
連
が
売
春
防
止
法
の
立
法
要
請

１
９
６
２
2
月
サ
ン
マ
大
衆
魚
課
税
に
対
す
る
反
対
陳
情
（
沖
婦
連
）

１
９
６
４
3
月
「
深
夜
酒
類
販
売
禁
止
」「
売
春
防
止
法
」
立
法
要
請
署
名
運
動
（
沖
婦
連
ほ
か
）

１
９
６
５
5
月
『
沖
縄
の
婦
人
』
創
刊
　
同
年
に
『
季
刊 

婦
連
会
報
』
も
ス
タ
ー
ト

8
月
佐
藤
栄
作
首
相
来
島
、
各
婦
人
団
体
代
表
が
母
子
福
祉
の
制
定
、
沖
縄
を
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

に
巻
き
込
む
な
と
要
請　

祖
国
復
帰
要
請
県
民
大
会
を
開
催

１
９
６
６
2
月
第
五
回
沖
婦
連
全
国
代
表
者
会
議
「
沖
縄
返
還
と
婦
人
」
の
分
科
会
開
催

11
月
日
本
婦
人
有
権
者
同
盟
沖
縄
支
部
結
成
（
支
部
長
　
外
間
米
子
）

１
９
６
７
9
月
沖
縄
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
（
婦
団
協
）
結
成
（
代
表
　
仲
宗
根
郁
子
沖
婦
連
会
長
）

１
９
６
８
11
月
嘉
手
納
飛
行
場
で
Ｂ
52
の
墜
落
爆
発
事
故
。
嘉
手
納
町
婦
人
会
が
抗
議
集
会
と
デ
モ

１
９
６
９
1
月
沖
縄
返
還
実
現
婦
人
・
青
年
集
会
（
沖
婦
連
、
全
地
婦
連
ほ
か
共
催
）

11
月
佐
藤
・
ニ
ク
ソ
ン
共
同
声
明
。
沖
縄
の
日
本
返
還
を
決
定

１
９
７
０
6
月
売
春
防
止
法
、
立
法
院
で
可
決
成
立
（
施
行
は
１
９
７
２
年
か
ら
）

１
９
７
１
6
月
沖
縄
返
還
協
定
調
印
／
県
民
無
視
の
返
還
協
定
調
印
に
抗
議
す
る
県
民
総
決
起
大
会
開
催

１
９
７
２
5
月
沖
縄
日
本
復
帰

3 2

十
数
万
人
の
住
民
の
命
を
奪
っ
た
苛
酷
な
沖
縄
戦
。
多
く
の
男
た
ち
が
命

を
落
と
し
た
中
で
、
焼
土
か
ら
の
復
興
を
担
い
、
戦
後
の
沖
縄
社
会
を
下
支
え

し
て
き
た
の
は
、
女
性
た
ち
で
あ
っ
た
。

一
九
四
五
年
九
月
、
日
本
本
土
よ
り
九
カ
月
早
く
、
沖
縄
で
女
性
の
選
挙
権

行
使
が
実
現
し
た
。
米
軍
政
下
で
、
頻
発
す
る
米
兵
の
性
暴
力
に
よ
る
屈
辱
と

恐
怖
に
お
び
や
か
さ
れ
る
中
、
初
め
て
手
に
し
た
民
主
主
義
と
女
性
解
放
の
思

想
は
、
ど
れ
だ
け
沖
縄
の
女
性
た
ち
を
勇
気
づ
け
、
発
奮
さ
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

収
容
所
か
ら
解
放
さ
れ
、
人
々
が
地
域
に
戻
り
は
じ
め
る
と
、
生
活
再
建
と

地
域
復
興
を
担
っ
た
女
性
た
ち
に
よ
る
地
域
婦
人
会
が
各
地
で
次
々
と
結
成

さ
れ
た
。
一
九
四
八
年
の
市
町
村
議
会
選
挙
で
は
一
二
人
の
女
性
議
員
が
誕
生
。

そ
の
同
じ
年
、
沖
縄
の
地
区
婦
人
会
を
集
結
す
る
形
で
結
成
さ
れ
た
の
が
、
沖

縄
婦
人
連
合
会
（
沖
婦
連
）だ
っ
た
。

結
成
早
々
に
配
給
物
資
の
安
定
供
給
や
悪
質
米
の
追
放
に
む
け
、
軍
政
府

に
抗
議
と
署
名
活
動
を
実
施
。
そ
の
後
も
、
米
軍
人
相
手
の
「
慰
安
」
を
目
的

と
し
た
「
歓
楽
街
」
設
置
反
対
運
動
や
そ
の
後
に
続
く
売
春
防
止
法
の
立
法
要

請
、
貧
困
に
あ
え
ぐ
母
子
家
庭
へ
の
福
祉
政
策
、
本
土
で
導
入
さ
れ
た
新
民

法
に
準
じ
る
民
法
改
正
要
求
な
ど
、
戦
後
沖
縄
の
女
性
運
動
の
中
心
に
は
、
い

つ
も
沖
婦
連
が
あ
っ
た
。

本
企
画
で
は
、
沖
婦
連
の
活
動
を
伝
え
る
機
関
紙
『
お
き
な
わ
婦
連
新
聞
』

と
そ
の
後
継
で
あ
る
『
季
刊 

婦
連
会
報
』、
そ
し
て
新
た
に
発
行
さ
れ
た
『
沖

縄
の
婦
人
』
を
編
集
復
刻
。
沖
縄
戦
直
後
か
ら
、
復
帰
前
夜
ま
で
の
激
動
の
時

代
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
た
沖
縄
女
性
た
ち
の
貴
重
な
記
録
と
し
て
、
沖
縄

戦
後
史
研
究
、
女
性
史
研
究
、
消
費
者
運
動
研
究
に
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

（
六
花
出
版
編
集
部
）

刊 行 に あ た っ て

関 連 年 表
▲「おきなわ婦連新聞」第48号（1961年2月15日）　▼「沖縄の婦人」第4号（1965年8月30日）

日
本
史
研
究
が
見
過
ご
し
て
き
た
女
性
史
―
―

さ
ら
に
女
性
史
の
中
で
も
欠
落
し
て
き
た

沖
縄
女
性
史
を
跡
づ
け
る
た
め
に

内容見本



推

薦

し

ま

す

5 4

沖
縄
の
戦
後
史
と
は
社
会
運
動
・
闘
争
の
歴
史
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
定
義
す
る

こ
と
に
多
く
の
人
々
が
首
肯
す
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
沖
縄
婦
人
連
合
会
の
機
関

紙﹃
お
き
な
わ
婦
連
新
聞
﹄の
、
た
と
え
ば
一
九
五
七
年
一
月
の
創
刊
号
を
一
瞥
す
る
だ

け
で
即
座
に
理
解
で
き
る
。
一
九
四
八
年
末
の
活
動
開
始
か
ら
八
年
を
経
て
つ
い
に
自

ら
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
を
持
つ
に
至
っ
た
記
念
す
べ
き
第
一
号
で
言こ

と

祝ほ

が
れ
て
い
る
の
が
、

﹁
新
民
法
﹂の
施
行
な
の
だ
か
ら
。
米
軍
占
領
者
に
よ
る
恐
る
べ
き
ネ
グ
レ
ク
ト
の
旧
慣

温
存
と
し
て
明
治
憲
法
下
の
家
父
長
制
が
敗
戦
後
も
維
持
さ
れ
て
き
た
沖
縄
で
、
女
た

ち
に
よ
っ
て
性
の
平
等
が
闘
い
取
ら
れ
た
事
実
が
、そ
こ
に
は
記
録
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
同
時
に
、
祝
辞
の
筆
頭
を
当
間
重
剛
行
政
主
席
と
與
儀
達
敏
立
法
院
議
長
が
飾

っ
た
あ
と
、
民
法
学
の
我
妻
栄
が﹁
全
男
性
の
反
省
を
要
望
﹂と
釘
を
刺
す
皮
肉
。
女
た

ち
の
記
録
と
は
、
か
く
も
変
化
を
拒
む
父
権
主
義
に
抗
い
が
た
く
の
み
込
ま
れ
、
生
存

戦
略
で
は
割
り
切
れ
な
い
ほ
ど
に
米
軍
支
配
に
馴
致
さ
れ
、
本
土
の
党
派
政
治
に
系
列

化
さ
れ
跛
行
し
て
い
く
、い
く
つ
も
の
裂
傷
の
記
録
で
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で﹃
お
き
な
わ
婦
連
新
聞
﹄に
、
歴
史
史
料
と
し
て
光
が
当
て
ら
れ
た
の
は
、

女
性
史
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
が
女
性
の
解
放
と
平
等
な
権
利
の
実
現
を
意
味
し
た
、
す

な
わ
ち
女
性
史
が
実
践
的
闘
争
だ
っ
た
一
九
七
〇
年
代
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
想
像
し

て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
復
刻
に
解
説
を
寄
せ
て
い
る
宮
城
晴
美
は
、
一
九
七
〇
年

﹁
沖
縄
県
女
性
史
研
究
会
﹂の
設
立
を
嚆こ

う

矢し

と
し
て
、
八
〇
年
代
に
高
揚
し
た
女
性
史
研

究
の
ひ
と
つ
の
成
果
が
、﹃
沖
縄
県
史
各
論
編
8 

女
性
史
﹄に
結
実
し
た
と
述
べ
て
い
る

の
だ
が
、
そ
の
集
大
成
さ
れ
た
女
性
史
の
戦
後
の
紙
幅
の
そ
こ
か
し
こ
に
、
沖
婦
連
へ

の
参
照
点
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

戦
後
史
の
分
析
・
検
証
に
あ
た
っ
て
、﹃
お
き
な
わ
婦
連
新
聞
﹄と
い
う
記
録
か
ら
ひ

も
と
か
れ
る
情
報
が
重
大
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
編
集
の
中
心
に
い
た

新
民
法
や
売
春
防
止
法
の
制
定
、﹁
未
亡
人
﹂授
産
、
火
葬
場
設
置
、
赤
ち
ゃ
ん
コ

ン
ク
ー
ル
、
生
活
改
善
、﹁
混
血
児
﹂問
題
⋮
⋮
。
本
史
料
か
ら
は
、
沖
縄
社
会

の
貧
困
と
女
性
差
別
、
米
軍
統
治
下
の
暴
力
の
中
に
あ
っ
て
、
女
性
と
子
ど
も
の
暮
ら

し
を
守
ろ
う
と
し
た
沖
縄
婦
人
連
合
会︵
沖
婦
連
︶の
女
性
た
ち
が
繰
り
広
げ
た
多
岐
に

わ
た
る
活
動
を
読
み
取
れ
る
。

一
方
で
読
者
は
、
沖
婦
連
は
こ
ん
な
に
も﹁
女
性
＝
母
親
﹂と
認
識
し
て
性
別
役
割
分

担
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
の
か
、ま
た
こ
ん
な
に
も
ヤ
マ
ト︵
日
本
︶を
見
本
と
し
て
い
た
の

か
と
感
じ
取
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
指
摘
す
る
だ
け
で
は
本
史
料
を
ほ
ん

と
う
に
読
ん
だ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

実
際
の
沖
縄
の
女
性
た
ち
は
母
親
役
割
に
と
ど
ま
ら
ず
に
旺
盛
に
働
き
、
一
方
暮
ら

し
の
中
で
は
未
だ
琉
球
的
な
慣
習
の
中
に
い
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

ヤ
マ
ト
を
見
本
と
し
て
目
指
し
た
の
は
、
米
軍
に
よ
る
過
酷
な
支
配
か
ら
逃
れ
る
道
と

し
て
の
日
本
復
帰
を
模
索
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
の
背
後
に
は
、
近
代
以
降
強
力

に
展
開
さ
れ
た
ヤ
マ
ト
化
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

私
た
ち
は
、本
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
活
動
を
一
つ
一
つ
掘
り
下
げ
、沖
婦
連
の
リ

ー
ダ
ー
た
ち
が
沖
縄
社
会
の
何
に
問
題
を
感
じ
た
の
か
目
を
凝
ら
し
、
彼
女
た
ち
が
そ

の
打
開
策
を
ヤ
マ
ト
に
学
ぼ
う
と
し
た
回
路
の
背
景
に
あ
る
、
ヤ
マ
ト
に
よ
る
歴
史
的

な
沖
縄
支
配
と
琉
球
蔑
視
、
沖
縄
戦
後
の
過
酷
な
米
軍
支
配
を
見
据
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
本
史
料
が
、
沖
縄
の
女
性
た
ち
の
暮
ら
し
と
苦
難
と
努
力
を
理
解
す
る
際
の
重

要
な
道
し
る
べ
と
な
り
、
沖
縄
女
性
史
研
究
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま

な
い
。 

︵
お
の
ざ
わ
・
あ
か
ね
︶

外
間
米
子
は
じ
め
当
事
者
ら
が
手
元
で
大
切
に
保
管
し
後
世
に
と
託
し
た
慧
眼
が
、
復

刻
を
可
能
に
し
、
男
性
を
主
語
と
し
た
歴
史
叙
述
が
書
き
損
な
っ
て
き
た
戦
後
史
の
、

今
日
に
お
け
る
刷
新
を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

︵
あ
べ
・
こ
す
ず
︶

戦
後
沖
縄
で
性
の
平
等
を
闘
い
取って
き
た

女
性
た
ち
の
裂
傷
の
記
録

阿
部
小
涼
◉
琉
球
大
学

沖
縄
の
女
性
た
ち
は 

な
ぜ
ヤ
マ
ト（
日
本
）を
目
指
し
た
の
か

小
野
沢
あ
か
ね
◉
立
教
大
学

﹁
季
刊
婦
連
会
報
﹂第
18
号︵
1
9
6
9
年
12
月
20
日
︶

﹁
お
き
な
わ
婦
連
新
聞
﹂第
32
号︵
1
9
5
9
年
9
月
15
日
︶
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婦
人
の
こ
え

全
８
巻《
復
刻
版
》

Reprinted Edition of “W
om

en ’s Voices ”

行
動
す
る
女
た
ち
の
会
資
料
集
成

全
８
巻《
編
集
復
刻
版
》

The Com
plete Collection of Reprinted M

aterials of 
the W

om
en ’s Action Group

優
生
保
護
法
関
係
資
料
集
成

第
２
期
市
民
運
動
編　

全
８
巻《
編
集
復
刻
版
》

The Complete Collection of Reprinted Materials of Eugenic Protec-
tion Act The Second Stage / Grass-roots Movement Series.

占
領
軍
被
害
の
研
究

占
領
下
沖
縄
の
学
校
教
育

│
│ 

沖
縄
の
社
会
科
成
立
過
程
に
み
る
教
育

制
度
・
教
科
書
・
教
育
課
程

 ◆
解
説
＝
鈴
木
裕
子

一
九
五
二
年
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
発

効
で
、
沖
縄
を
残
す
形
で
占
領
期
が
終
了
し
た
日
本
は
、

東
西
冷
戦
構
造
が
明
確
に
な
る
中
で
急
激
に
米
国
へ
の

軍
事
的
・
経
済
的
依
存
を
高
め
つ
つ
あ
っ
た
。
日
本
国

憲
法
が
誕
生
し
、
男
女
平
等
や
教
育
の
民
主
化
な
ど
一

連
の
戦
後
改
革
が
な
さ
れ
た
は
ず
が
、
庶
民
の
生
活
は

苦
し
く
な
る
ば
か
り
。
誓
っ
た
は
ず
の
反
戦
平
和
も
再

軍
備
の
強
行
で
な
し
崩
し
に
な
っ
て
い
る
状
況
の
中
、

戦
前
か
ら
女
性
の
人
権
や
労
働
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

た
山
川
菊
栄
が
、
左
派
社
会
党
や
労
働
組
合
の
女
性
た

ち
と
連
携
し
て
立
ち
上
げ
た
の
が
こ
の
﹃
婦
人
の
こ

え
﹄
だ
。

一
九
五
三
年
か
ら
一
九
六
一
年
ま
で
の
八
年
間
、
月

刊
で
全
九
四
冊
刊
行
。
平
和
を
追
求
し
、
女
性
や
労
働

者
の
権
利
、
生
活
を
護
れ
と
力
強
く
声
を
挙
げ
続
け
た

女
た
ち
の
熱
い
記
録
を
復
刻
。

 ◉
体
裁

 
│
Ａ
５
判
／
上
製
／
総
３
、２
５
４
ペ
ー
ジ

 ◉
揃
定
価

 
１
６
０
、０
０
０
円
＋
税 

　
　
　
︵
税
込
１
７
６
、０
０
０
円
︶︿
全
２
回
配
本
﹀

 ◉
推
薦

 
│
水
溜
真
由
美
・
林
葉
子

第
１
回
配
本 

　
２
０
２
４
年
11
月
刊
　
本
体
８
０
、０
０
０
万
円
＋
税

　

ISBN
978-4-86617-252-1

︵
税
込
８
８
、０
０
０
円
︶

第
２
回
配
本

　
２
０
２
５
年
５
月
刊 

　
本
体
８
０
、０
０
０
万
円
＋
税

　︵
税
込
８
８
、０
０
０
円
︶

　

ISBN
978-4-86617-257-6

 ◆
編
＝
高
木
澄
子
・
中
嶋
里
美
・
三
井
マ
リ
子
・ 

　
　
山
口
智
美
・
山
田
滿
枝

 ◆
解
説
＝
井
上
輝
子
・
山
口
智
美

国
際
婦
人
年
を
き
っ
か
け
と
し
て
行
動
を
起
こ
す

女
た
ち
の
会
︵
１
９
７
５
～
96
年
︶
の
全
記
録
！

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
Ｃ
Ｍ
﹁
私
作
る
人
、
僕
食
べ

る
人
﹂
な
ど
の
性
別
役
割
分
業
に
抗
議
し
、
家
庭
科
の

男
女
共
修
、
出
席
名
簿
の
男
女
混
合
の
運
動
を
推
進
し

て
70
年
代
か
ら
90
年
代
の
ウ
ー
マ
ン
リ
ブ
／
フ
ェ
ミ
ニ

ズ
ム
運
動
の
一
翼
を
に
な
っ
た
﹁
行
動
す
る
会
﹂。
そ
の

活
動
を
記
録
す
る
チ
ラ
シ
・
宣
言
文
・
裁
判
資
料
・
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
・
機
関
誌
等
、
約
６
３
０
点
を
編
集
復
刻
！

 ◉
体
裁

 
│
Ａ
４
判
︵
第
１
巻
・
第
２
巻
︶・
Ｂ
５
判
︵
第

３
巻
～
第
８
巻
︶／
上
製
／
総
約
３
、３
０
０
ペ
ー
ジ

 ◉
揃
定
価

 
│
１
８
０
、０
０
０
円
＋
税 

　
　
　
　
︵
税
込
１
９
８
、０
０
０
円
︶︿
全
３
回
配
本
﹀

 ◉
推
薦

 
│
笹
沼
朋
子
・
樋
口
恵
子
・
ノ
ー
マ・フ
ィ
ー
ル
ド
・

安
田
常
雄
・
栗
田
隆
子
・
千
田
有
紀
・
谷
合
規
子
・

角
田
由
紀
子
・
福
島
み
ず
ほ
・
三
木
草
子
・
山
口
里
子
・

横
田
カ
ー
タ
ー
啓
子
・
米
津
知
子

第
１
回
配
本 

　
２
０
１
５
年
７
月
刊
　
本
体
６
０
、０
０
０
円
＋
税

　

ISBN
978-4-905421-84-9

︵
税
込
６
６
、０
０
０
円
︶

第
２
回
配
本 

　
２
０
１
５
年
12
月
刊
　
本
体
６
０
、０
０
０
円
＋
税

　

ISBN
978-4-905421-87-0

︵
税
込
６
６
、０
０
０
円
︶

第
３
回
配
本 

　
２
０
１
６
年
６
月
刊 

　
本
体
６
０
、０
０
０
円
＋
税

　
︵
税
込
６
６
、０
０
０
円
︶ 

　

ISBN
978-4-905421-91-7

 ◆
解
説
＝
荻
野
美
穂

強
制
不
妊
手
術
を
推
進
し
た
優
生
保
護
法
は
、
人

工
妊
娠
中
絶
を
可
能
に
す
る
法
律
で
も
あ
っ
た
。

一
九
七
〇
～
九
〇
年
代
、
政
府
の
実
質
的
中
絶
禁
止
と

障
害
を
理
由
と
し
た
胎
児
中
絶
可
能
と
い
う
﹁
改
正
﹂

の
動
き
に
対
し
て
、
女
性
た
ち
、
障
害
者
た
ち
、
生
命

尊
重
派
た
ち
が
繰
り
広
げ
た
運
動
の
あ
り
よ
う
を
活
写

す
る
資
料
、
約
９
０
０
点
を
編
集
復
刻
。

 ◉
体
裁

 
│
Ａ
４
判
／
上
製
／
総
約
２
、８
０
０
ペ
ー
ジ

 ◉
揃
定
価

 
│
２
０
０
、０
０
０
円
＋
税 

　
　
　
　
︵
税
込
２
２
０
、０
０
０
円
︶︿
全
３
回
配
本
﹀

 ◉
推
薦

 
│
芦
野
由
利
子
・
飯
田
祐
子
・
上
野
千
鶴
子
・

江
原
由
美
子
・
加
藤
秀
一
・
齋
藤
有
紀
子
・

田
嶋
陽
子
・
立
岩
真
也
・
柘
植
あ
づ
み
・ 

堂
本
暁
子
・
新
里
宏
二
・
藤
井
克
徳
・ 

森
岡
正
博
・
米
津
知
子

第
１
回
配
本 

　
２
０
２
０
年
12
月
刊
　
７
５
、０
０
０
円
＋
税

　ISBN
978-4-86617-116-6

︵
税
込
８
２
、５
０
０
円
︶

第
２
回
配
本 

　
２
０
２
１
年
５
月
刊
　
７
５
、０
０
０
円
＋
税

　ISBN
978-4-86617-120-3

︵
税
込
８
２
、５
０
０
円
︶

第
３
回
配
本 

　
２
０
２
１
年
11
月
刊
　
５
０
、０
０
０
円
＋
税

　ISBN
978-4-86617-124-1

︵
税
込
５
５
、０
０
０
円
︶

 ◆
著
＝
萩
原
真
美

戦
後
、
米
軍
の
占
領
下
に
お
か
れ
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
た
沖
縄
に
お
い
て
教
育
改
革
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た

の
か
。
本
書
で
は
国
民
精
神
の
支
柱
を
形
成
す
る
教
科
で
あ

る
﹁
社
会
科
﹂
に
焦
点
を
当
て
、
沖
縄
で
の
教
育
改
革
の
様

相
と
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

 ◉
体
裁

 
│
Ａ
５
判
／
上
製
／
５
２
６
ペ
ー
ジ

 ◉
定
価

 
│
８
、０
０
０
円
＋
税
︵
税
込
８
、８
０
０
円
︶

 ◉
推
薦

 
│
藤
澤
健
一

２
０
２
１
年
１
月
刊
　ISBN

978-4-86617-129-6

既刊図書のご案内

 ◆
著
＝
藤
目
ゆ
き

米
国
占
領
政
策
の
成
功
例
と
さ
れ
た
、
日
本
占
領
の
内

実
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
激
越
な
戦
争
後
の
連
合

軍
は
、
占
領
下
の
日
本
全
国
各
地
で
、
武
器
を
持
た
な
い
一

般
市
民
に
対
し
弾
薬
処
理
作
業
の
強
制
・
無
謀
運
転
・
暴
力

事
件
・
殺
人
事
件
な
ど
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
。

歴
史
に
埋
も
れ
て
き
た
被
害
を
被
害
者
の
肉
声
を
届
け
る
資

料
調
査
に
よ
っ
て
掘
り
起
こ
す
。

 ◉
体
裁

 
│
Ａ
５
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